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　「
年
末
年
始
に
で

き
る
長
蛇
の
列
」
と

聞
い
て
、
み
な
さ
ん

は
何
を
思
い
浮
か
べ

る
で
し
ょ
う
か
▼
宝

く
じ
売
り
場
、
帰
省
ラ
ッ

シ
ュ
、
除
夜
の
鐘
、
福
袋
の

購
入
、神
社
へ
の
参
拝
な
ど
、

色
々
な
人
混
み
が
連
想
さ
れ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
▼
基
本

的
に
は
「
長
い
物
に
は
巻
か

れ
ろ
」
の
精
神
で
生
き
て
い

ま
す
が
、
人
混
み
が
苦
手
な

た
め
、
こ
れ
ら
の
列
に
は
巻

か
れ
な
い
よ
う
に
生
活
し
て

い
ま
す
▼
そ
ん
な
色
々
と
あ

る
列
で
も
私
が
思
い
浮
か
べ

て
し
ま
う
長
蛇
の
列
は
、
年

末
年
始
の
交
通
規
制
に
よ
る

交
通
渋
滞
で
す
▼
事
情
を
知

ら
な
い
人
に
説
明
を
す
る
警

察
官
な
ど
に
は
本
当
に
頭
が

下
が
り
ま
す
し
、
生
活
圏
が

交
通
規
制
区
域
内
に
あ
る
人

間
と
し
て
は
、
規
制
が
あ
る

こ
と
で
車
の
通
り
も
少
な
く

快
適
な
年
末
年
始
を
過
ご
せ

る
の
で
助
か
り
ま
す
。（
Ｎ
）

　
▼
鎌
倉
え
び
す
１
〜
３
日

初
え
び
す
。
本
覚
寺
。
10
日

本
え
び
す
。

　
▼
船
お
ろ
し
２
日
坂
ノ

下
・
材
木
座
海
岸
。

　
▼
手
斧
始
式
４
日13

時
、

営
繕
事
始
め
。鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
船
祝
い
４
日
８
時
半
、

腰
越
漁
港
。

　
▼
除
魔
神
事
５
日
10
時
、

関
係
者
の
み
。鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
初
神
楽
６
日
15
時
、
八

雲
神
社(

大
町)

。

　
▼
大
注
連
祭
８
日
11
時
ご

ろ
、
白
山
神
社(

今
泉)

。

　
▼
汐
ま
つ
り
11
日
坂
ノ

下
・
材
木
座
海
岸
。

　
▼
左
義
長
神
事
15
日
７

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
寒
中
み
こ
し
錬
成
大
会

21
日
片
瀬
海
岸
東
浜

　
▼
初
天
神
祭(

筆
供
養
）

25
日
10
時
半
、荏
柄
天
神
社
。

　
▼
初
不
動
28
日
13
時
、
明

王
院
。

1月

謹
賀
新
年

二
〇
二
四
年　

元
旦

　
今
年
は
、
令
和
六
年
で
あ
る
。
令
和
二
年
の
春
か
ら
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
も
よ
う
や
く
収
束
し
た
。
私
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
三
年
間
、
健
康
維
持
の

た
め
に
ほ
と
ん
ど
毎
日
散
歩
を
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
移
行
し
て
か
ら
も
こ

の
習
慣
は
今
も
続
け
て
い
る
。

　
散
歩
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
つ
く
づ
く
思
っ
た
こ
と
は
、
海
を
見
に
行
け
る
こ

と
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。
東
京
か
ら
鎌
倉
に
移
っ
て
三
十

年
弱
に
な
る
が
、
鎌
倉
に
住
ん
で
い
る
こ
と
の
恩
恵
の
一
つ
は
海
が
近
い
こ
と
だ

ろ
う
。
私
の
場
合
は
、
海
ま
で
行
っ
て
帰
っ
て
く
る
の
に
約
一
時
間
、
歩
数
は

七
千
歩
く
ら
い
で
運
動
に
は
丁
度
い
い
。
大
町
の
自
宅
か
ら
、
な
る
べ
く
人
の
歩

か
な
い
路
地
を
た
ど
っ
て
材
木
座
海
岸
に
出
る
。
夕
方
の
こ
と
が
多
い
が
、
途
上

に
は
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
花
が
咲
き
、
海
岸
に
出
る
と
海
景
の
風
情
は
そ
の
日
の
天

候
に
よ
っ
て
も
違
う
。
遠
く
に
は
大
島
が
浮
び
、右
手
に
は
伊
豆
半
島
が
見
え
る
。

歩
い
て
い
る
と
き
や
海
を
眺
め
な
が
ら
、
た
ま
に
俳
句
が
浮
ぶ
こ
と
も
あ
る
。
コ

ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
か
ら
、
下
手
な
俳
句
を
日
記
代
り
に
詠
む
よ
う
に
な
っ
た
。
こ

れ
は
コ
ロ
ナ
禍
の
逆
説
的
な
効
用
で
あ
る
。
令
和
三
年
の
元
日
、
コ
ロ
ナ
禍
の
最

中
、
夕
暮
れ
に
海
を
見
に
行
っ
た
。
そ
の
と
き
、「
沈
み
ゆ
く
大
い
な
る
も
の
初

入
日
」
と
詠
ん
だ
。

　
夕
方
、散
歩
に
出
る
ま
で
は
家
に
蟄
居
し
て
い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
が
、

そ
の
時
間
を
使
っ
て
も
と
も
と
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
が
好
き
だ
っ
た
私
は
、
ま
ず

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
全
曲
を
一
日
に
一
曲
ず
つ
聴
き
な
が
ら
考
え
た
こ
と
を
書
き

溜
め
て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
令
和
二
年
の
十
一
月
に
『
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
　
一
曲

一
生
』
を
上
梓
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
、
令
和
四
年
の
二
月
二
十
四
日
に
は

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
が
始
ま
り
世
界
は
ま
す
ま
す
暗
く
な
っ
た
。
そ

ん
な
中
、
今
度
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
全
曲
を
一
日
に
一
曲
ず
つ
聴
い
て
い
っ
て
、
昨

年
の
四
月
に
『
ブ
ラ
ー
ム
ス
・
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
』
を
出
し
た
。
こ
の
歴
史
の

暮
れ
方
の
時
代
に
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
音
楽
は
相
応
し
か
っ
た
。一
昨
年
の
秋
、ブ
ラ
ー

ム
ス
の
本
を
書
い
て
い
る
頃
、
材
木
座
海
岸
で
夕
暮
れ
の
海
を
眺
め
な
が
ら
よ
く

口
笛
で
吹
い
て
い
た
の
は
ブ
ラ
ー
ム
ス
の
歌
曲
「
鎮
め
ら
れ
た
憧
れ
」
で
あ
っ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
は
収
束
し
た
が
、
世
界
は
、
ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
加
え
て
、

イ
ス
ラ
エ
ル
・
ハ
マ
ス
の
戦
闘
ま
で
起
き
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
ま
で
動
乱
の
時
代

に
な
る
と
、
ど
ん
な
音
楽
を
聴
こ
う
か
。
今
年
は
、
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
を
改
め
て

聴
き
直
そ
う
と
思
っ
て
い
る
。
優
雅
な
る
衰
退
の
音
楽
だ
か
ら
で
あ
る
。

◆
新
年
の
紙
面
　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
春
を
寿
ぎ
、
鎌
倉
と
鎌
倉
ゆ
か
り
の
各
界
代
表
の
年
始
ご
挨
拶
を
３
、

４
、５
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
活
躍
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た

し
ま
す
。

今
年
も
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
を
満
載
し
た
紙
面
づ
く
り
に
誠
心
誠
意
励

み
ま
す
。
ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
連
載
は
２
月
号
か
ら
再
開

し
ま
す
。

今
年
は
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
を
聴
く

油彩画（803 × 435 ㎜）

絵
・
池
田
清せ

い
め
い明

湘
南
の
海

新
保　

祐
司

　
新
保
祐
司
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
１
９
５
３
年
仙
台
生
ま
れ
。
文
芸
批
評
家
・
都
留

文
科
大
学
名
誉
教
授
。
鎌
倉
市
在
住
。
主
な
著
書
に
、『
内
村
鑑
三
』（
文
春
学
藝

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
）、『
信
時
潔
』（
構
想
社
）、『
義
の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
』（
藤
原
書
店
）、

『
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
　
崇
高
の
ア
リ
ア
』（
角
川
学
芸
出
版
）、『
ハ
リ
ネ
ズ
ミ
の
耳
―

音
楽
随
想
』（
港
の
人
）
な
ど
が
あ
る
。

（
２
0
２
0
年
制
作
）

油
彩
画
家

１
９
５
１
年 

岡
山
県
笠
岡
市
出
身　

鎌
倉
市
在
住　

一
水
会
運
営
委
員
・
日
展
特
別
会
員


